




1　海辺の自然再生について

‒ 1 ‒

1.1　なぜ今、海辺の自然再生なのか？

〔解説〕
⑴　日本の海辺の現状とこれからの取り組み方

（図1.1）

図1.1　沿岸域における海辺のイメージ図
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⑵　国内外の自然再生に関連する動き

持続可能な開発

ＩＣＺＭ（統合沿岸域管理）
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⑶　生物多様性の保全と海辺の自然再生の方向性
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⑷　生態系を涵養する場の危機と場の自然再生のメニュー

⑸　生物種の多様性の危機と生物の保全・再生のメニュー

⑹　港湾における海辺の自然再生への取り組みの現状
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1） 海域環境創造事業・自然再生事業

①　海域環境創造事業（シーブルー事業）

写真 1.1　実施例：三河湾における覆砂事例

②　自然再生事業

写真 1.2　実施例：尾道糸崎港における干潟造成事例（潮間帯はアサリ場として、潮下帯は
アマモ場として活用されている）
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2） 多様な主体の連携による取組
①　海の再生

②　その他の取組

（写真1.3）

写真 1.3　干潟観察会の実施やアマモの展示

3） その他の取組

1.2　場の創出や生物の保全・再生では何が問題なのか？

〔解説〕
⑴　自然再生の目標設定
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表1.1

表 1.1　自然再生に含まれる各種の活動（海の自然再生ハンドブック1）から再掲）

区分 用語 説明

創出

再生

保全

⑵　目標についての不確実性

図1.2
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図 1.2　干潟と藻場、岩礁帯を含む海辺の模式図

⑶　評価および順応的管理のシステムについて

（図 
1.3）
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図 1.3　ラムサール会議での順応的管理のサイクル（概念図）19）

図1.3

⑷　多くの利害関係者と全ての段階での情報の共有・合意形成を目指す

第Ⅰ編
第１章



‒ 10 ‒

1.3　問題を乗り越える知恵

1.4　海辺の自然再生を進めるために

〔解説〕

⑴　自然再生推進法
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⑵　港湾分野での取組

⑶　システムとしての順応的管理への期待
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【プロジェクトの概要】
アサリの生息場として継続的に活用できる干潟を
浚渫事業で発生する土砂の有効活用により整備
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希少種のカエルと植物は、干潟造成
後、新たな生息地に移された。
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影響側：要因の列挙 新種等の付加情報

インパクト・レスポンスフロー

原因側：影響の列挙

目標達成基準の設定
モニタリング項目の抽出
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